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第16挿話のトピック
• ブルームにより繋がれるスティーブンとモリー
• パーネルの不義・失脚と⾃らの現状を重ねるブルーム
• ⾃意識の強い語り⼿の存在
• スティーブン、ブルームとアイルランドとの関係
• 偽りの『ユリシーズ』＝船乗りマーフィの物語
・・・・



3

偽りの『ユリシーズ』＝船乗りマーフィの物語
• サイモン＝ディーダラスのストックホルムでの銃のエピソード(U-Δ,16,34-37)
• 中国〜南⽶〜ロシアと世界を股にかけた⼤冒険(U-Δ,16,40)
• ペルー発の絵葉書の宛名(U-Δ,16,40)
• 馭者溜まりで出されるとてもコーヒーとは呼べない代物(U-Δ,16,61)
• 名前など意味がないと語るスティーブン(U-Δ,16,34)
• 写実的な嘘をつく《テレグラフ》ピンク⾊最終版(U-Δ,16,88)
• ディグナムの会葬者名簿にあるスティーブンとL・ブーム(U-Δ,16,90)

第16挿話には複数の「偽わりの物語」が散りばめられている
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ホメロス問題について
ところで・・・

『ユリシーズ』の下敷きである『オデュッセイア』は
その成り⽴ち、信憑性に関して幾つかの問題を含んでいる
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偽りの『ユリシーズ』＝船乗りマーフィの物語

神話とは得てして誇張されたものであるが、マーフィの語る物語がそのまま後世へと伝わった場合
(＝読者がテキスト通りに内容を受け取った場合)それは英雄譚・神話として語られるのでは︖

エウヘメリズム
紀元前4世紀のギリシアの哲学者エウへメロスによる、ギリシア神話とはかつての権⼒者が
死後神格化されたもので、歴史上の出来事が歪曲されて伝わったものであるとする理論
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(個⼈的な)第16挿話の主題
・「偽りの物語」が散りばめられている第16挿話では神話や英雄譚の成り⽴ち・信憑性に
関して問題提起をしている。

・今回は、『ユリシーズ』の下敷きである『オデュッセイア』に関して
-世界最古の物語をホメロスは如何にして作ったのか︖
- 『オデュッセイア』 は如何にして神話となったのか︖

について考えることで物語と神話との関係性に迫る。
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参考図書紹介

歴史・⽂学・考古学の３つの視点から「トロイア戦争」の謎に迫る最新の研究書
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ホメロス問題︓作者の正体は︖
トロイア戦争の裏付けとなるギリシア⽂学の証拠を研究する現代の学者はたいてい、
「ホメロス問題」として知られるものに関⼼を寄せている。(中略)そのうち最も重要な問
は「ホメロスは実在したか︖」、「ホメロスの『イリアス』と『オデュッセイア』の中の情報は
⻘銅器時代(トロイア戦争が起こったとされる時代)か、鉄器時代(ホメロスが⽣きて
いた時代)か、あるいはその中間のどこかを反映しているのか︖」である。

(トロイア戦争 歴史・⽂学・考古学 61⾴)
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ホメロス問題︓作者の正体は︖
ホメロスとその⽣涯については実際のところ、よくわかっていない。古代⼈はホメロスを、
⼝誦詩⼈ー過ぎ去った時代の英雄の事績を歌いながら各地を旅する吟遊詩⼈ー
として極めて⾼く評価した。(中略)
他⽅、ホメロスは単⼀な個⼈ではなく少なくとも⼆⼈いたとも主張されてきた。実際、
『イリアス』と『オデュッセイア』を書いた⼈々はそれぞれ別々だったと、とくにドイツの学者
たち(なかでも⼀七九五年にフリードリヒ・アウゲスト・ヴォルフ)によって⻑年考えられてきた。

(トロイア戦争 歴史・⽂学・考古学 62-63⾴)
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ホメロス問題︓作者の正体は︖
おそらく、最もおもしろく、極めて妥当でもあるのは、ホメロスとは特定の個⼈ではなく、
なんと専⾨職のことだったいう提唱である。すなわち。「ホメロス」という名の⼈物がいたの
ではなく、⽣活のためにトロイア戦争の叙事詩を歌いながら各地を旅する⼝誦詩⼈が
「ホメロス」だったというものでる。もしそうだとすれば、紀元前⼋世紀に新しい書字体系
が広く使えるようになったときに、ひとり以上のこういう専⾨職の⼝誦詩⼈がこの⼝誦版を
書き記したのかもしれない。

(トロイア戦争 歴史・⽂学・考古学 64⾴)
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ホメロスは『オデュッセイア』を如何にして作ったか

⼗年間の争いを軸に繰り広げられる感動的な叙事詩を作り上げるために、
ホメロスが⼈と事件を圧縮し、何世紀にも及ぶ断続的な戦争も圧縮するという
⽂学的⾃由を⾏使した可能性は、⼗分にあると主張する⼈がいるかもしれない。
彼の詩は史書としてではなく、愛と名誉のような普遍的主題に関連して⼈々が
誇りに思う叙事詩としてあるはずだ。

(トロイア戦争 歴史・⽂学・考古学 150⾴)
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ホメロスは『オデュッセイア』を如何にして作ったか
ホメロスは事実を把握していなかったかもしれないし、気にかけなかったかもしれない。
結局のところ、中世以降の最も偉⼤な叙事詩⼈や叙事詩の⼀部のものは、私達が
知っているように、歴史的事実を変更してきた。そして偉⼤な英雄伝説というものは
往々にして、あまり重要でない事件か、あるいは原型をとどめないほど歪められたでき
ごとをめぐって作られるのだ。『ローランの歌』と『ニーベルンゲンの歌』がいい例で、どちら
も「実際に起きた歴史的事件の細部に変更を加えた」。

(トロイヤ戦争 歴史・⽂学・考古学 152⾴)
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『オデュッセイア』は如何にして神話となったか
ゼウスやヘラなどの神々が戦争に関与する場合はとくに、現実と幻想の境界線があい
まいかもしれないし、⼀部のささいな点にけちをつけるかもしれないが、全体的に⾒れば
、トロイアとトロイア戦争は北⻄アナトリアという、まさにあるべき場所にある。(中略)
さらにその上、愛や名誉や戦争、親族、社会の掟といった、後代ギリシア⼈と後続のロ
ーマ⼈の⼤きな共感を呼んだ永続的な主題は、アイスキュロスとソポクレスとエウリピデス
から、ウェルギリウスとオウィディウスとリウィウスを経て、チョーサーやシェイクスピアやその先
々までの時代を超えて共感を呼び続けてきた。それゆえにこの物語は、もともとの事件も
しくはそのバリエーションが⽣じてから三千年以上も経っているのに、今⽇なお多くの⼈々
を魅了するのである。
(トロイア戦争 歴史・⽂学・考古学 158⾴)

「永遠に語り継がれること」が物語を神話へと昇華させるための条件なのかもしれない
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現代の神話︓『ユリシーズ』
ジョイスは『ユリシーズ』に関して、1921年の末、ジャック・ブノウ=メシャンに
次のような警句を残している。

⾮常にたくさんの謎やパズルを埋め込みましたから、わたしの意図したことをめぐって
⼤学の先⽣がたは何百年もの間忙しく議論してくれるでしょう。そうすることで不滅
でいられるわけですから。(「ユリシーズ」の謎を歩く 結城英雄著 15⾴)

そして・・・出版から百年経った今⽇、私たちは彼の術中にはまっているのである。

『オデュッセイア』は華やかで興奮に満ちた物語が時を超えて⼈々を魅了し神話となった。
⼀⽅、ジョイスは『ユリシーズ』に多くの謎を残し後世の⼈々に永遠に謎解きをさせることで
「現代の神話」を作ろうとしたのかも知れない。


